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は
じ
め
に

陸
隴
其
（
一
六
三
〇
―
一
六
九
二
）、
初
名
は
龍
其
、
字
を
稼
書
と
言
う
。
浙
江
平
湖

の
人
で
あ
る
。
康
熙
九
年
（
一
六
七
〇
）
に
四
十
一
歳
で
進
士
に
合
格
し
、嘉
定
県
や

霊
寿
県
の
知
県
と
し
て
治
績
を
挙
げ
た
後
、康
熙
二
十
九
年
（
一
六
九
〇
）
に
は
四
川

道
監
察
御
史
に
就
任
し
た
。
だ
が
、
捐
納
保
挙
を
め
ぐ
る
意
見
の
対
立
に
よ
り
、
翌

年
に
は
早
々
に
職
を
辞
す
る
に
至
っ
て
い
る
。①
こ
の
よ
う
に
、
陸
隴
其
は
官
僚
と
し

て
は
大
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
方
で
没
後
三
十
年
を
経
た
雍
正
二
年

（
一
七
二
四
）
に
は
「
醇
儒
」
と
し
て
清
朝
の
学
者
で
は
初
め
て
文
廟
に
従
祀
さ
れ
、②

四
庫
館
臣
か
ら
は
「
隴
其
の
学
は
、
一
に
朱
子
を
以
て
宗
と
為
し
、
近
儒
の
中
に
在

り
て
は
最
も
醇
正
と
称
せ
ら
る
」③
と
評
さ
れ
る
な
ど
、
清
初
を
代
表
す
る
朱
子
学
者

と
し
て
名
を
挙
げ
て
い
る
。

陸
隴
其
の
朱
子
学
に
関
す
る
著
作
は
、
そ
の
内
の
大
部
分
が
四
書
学
に
関
連
す
る

も
の
で
あ
り
、『
三
魚
堂
四
書
大
全
』・『
四
書
講
義
困
勉
録
』・『
四
書
講
義
続
困
勉

録
』・『
松
陽
講
義
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
こ
う
し
た
編
纂
物
の
中
で
朱
子
の

学
問
の
解
明
を
試
み
る
と
と
も
に
陽
明
学
に
対
す
る
批
判
も
展
開
す
る
が
、
陸
隴
其

に
よ
る
朱
子
学
の
顕
彰
・
陽
明
学
へ
の
批
判
は
、
こ
う
し
た
経
典
解
釈
だ
け
に
止
ま

ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
書
籍
の
出
版
・
普
及
活
動

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
陸
隴
其
は
清
・
張
烈
撰
『
王
学
質
疑
』（
康
熙
二
十
四
年

﹇
一
六
八
五
﹈
刊
）④
や
元
・
程
端
礼
撰
『
程
氏
家
塾
読
書
分
年
日
程
』（
康
熙
二
十
八
年

﹇
一
六
八
九
﹈
刊
）、
そ
し
て
明
・
陳
龍
正
輯
『
朱
子
語
類
』（
刊
行
年
不
明
）
の
出
版
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
清
・
刁
包
撰
『
四
書
翊
注
』
に
つ
い
て
は
出
版
こ
そ
実
現
し

な
か
っ
た
が
、
出
版
計
画
ま
で
は
立
て
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、⑤
明
・
陳
建
撰
『
学
蔀

通
弁
』
に
つ
い
て
は
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
そ
の
出
版
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
陳
建
の
『
学
蔀
通
弁
』（
嘉
靖
二
十
七
年
﹇
一
五
四
八
﹈
自
序
）
は
、
儒
仏
や
朱

陸
が
混
淆
し
た
事
態
を
憂
慮
し
て
編
纂
さ
れ
た
書
籍
で
あ
り
、⑥
特
に
そ
の
前
編
で
は

程
敏
政
の
『
道
一
編
』
や
王
守
仁
の
『
朱
子
晩
年
定
論
』
が
提
示
し
た
朱
子
の
思
想

遍
歴
に
対
す
る
認
識
を
是
正
す
べ
く
、
朱
子
の
著
述
に
関
す
る
繋
年
考
証
を
行
い
、

朱
陸
早
同
晩
異
説
を
提
示
し
て
い
る
。⑦
陸
隴
其
は
こ
の『
学
蔀
通
弁
』に
対
し
て
並
々

な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、『
王
学
質
疑
』
や
『
程
氏
家
塾
読
書
分
年
日
程
』
と
と

も
に
、
多
く
の
知
友
に
対
し
て
閲
読
を
勧
め
た
り
、
書
籍
そ
の
も
の
を
贈
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
い
た
。⑧

陸
隴
其
の
『
学
蔀
通
弁
』
へ
の
関
心
は
、従
来
の
研
究
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、

陸
隴
其
自
身
が
『
学
蔀
通
弁
』
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
陸

隴
其
の
学
問
に
お
い
て
朱
子
の
思
想
遍
歴
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
踏
み
込
ん
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
陸
隴
其
の
朱
子
学
理
解
の
一
端
と
し
て
、
朱
子

の
思
想
遍
歴
に
対
す
る
陸
隴
其
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
節
で
は
、
陸
隴
其
と
『
学
蔀
通
弁
』
と
の
関
連
を
整
理
し
、
そ
の
上

で
『
読
朱
随
筆
』
と
い
う
著
述
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
こ
の
『
読
朱
随
筆
』
は
『
学

陸
隴
其
の
学
問
に
お
け
る
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
つ
い
て

尾　
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蔀
通
弁
』
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
関
す
る
陸
隴
其
の
見
解
が
示

さ
れ
て
お
り
、「
朱
子
の
初
中
晩
の
説
、
異
学
の
得
て
顛
倒
す
る
所
の
者
に
非
ず
」⑨
と

称
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
上
記
の
作
業
を
通
し
て
、
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
対
す
る

陸
隴
其
の
基
本
的
な
認
識
を
探
っ
て
行
く
。

次
に
、
第
二
節
で
は
、
前
節
で
の
考
察
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
陸
隴
其
が
先
儒

や
同
時
代
人
の
朱
子
学
理
解
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
た
か
を
検
討

す
る
。『
読
朱
随
筆
』
の
中
に
は
劉
宗
周
の
『
聖
学
宗
要
』
で
示
さ
れ
た
朱
子
学
理
解

へ
の
批
判
が
あ
り
、
ま
た
康
熙
二
十
年
代
前
半
に
は
『
紫
陽
大
指
』
の
著
者
で
あ
る

秦
雲
爽
と
朱
子
学
理
解
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

朱
子
の
思
想
遍
歴
に
立
脚
し
た
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
資
料

の
検
討
を
通
し
て
陸
隴
其
の
学
問
に
お
け
る
朱
子
の
思
想
遍
歴
の
意
義
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

一　
『
学
蔀
通
弁
』
の
受
容
と
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
関
す
る
理
解

順
治
十
四
年
（
一
六
五
七
）
八
月
、陸
隴
其
は
二
十
八
歳
で
初
め
て
郷
試
に
応
じ
た

も
の
の
、
結
果
は
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
官
僚
と
し
て
出
世
し
て
い

く
こ
と
を
断
念
し
、
か
ね
て
よ
り
望
ん
で
い
た
学
問
の
研
鑽
に
励
む
こ
と
と
し
た
。

そ
の
際
、
彼
が
手
に
し
た
の
が
「
四
書
大
全
」
で
あ
る
。⑩

陸
隴
其
の
「
三
魚
堂
四
書
大
全
序
」⑪
に
よ
れ
ば
、
彼
は
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）

か
ら
康
熙
二
年
（
一
六
六
三
）
に
至
る
ま
で
の
六
年
の
間
に
「
四
書
大
全
」
の
校
訂
作

業
を
行
っ
た
。
ま
た
、彼
は
こ
れ
と
同
時
期
に
「
明
季
諸
先
輩
の
説
」
を
集
め
た
「
困

勉
録
」
前
編
の
編
纂
を
行
っ
て
お
り
、さ
ら
に
康
熙
三
年
（
一
六
六
四
）
か
ら
は
後
編

の
編
纂
に
も
着
手
し
て
い
る
。⑫
だ
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
陸
隴
其
の
存
命
中
に
完

成
す
る
こ
と
は
な
く
、
康
熙
三
十
八
年
（
一
六
九
九
）
に
門
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

『
三
魚
堂
四
書
大
全
』
と
『
困
勉
録
』・『
続
困
勉
録
』
と
し
て
整
理
・
出
版
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
陸
隴
其
は
生
涯
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
編
纂
・
校
訂
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
の
一
端
が
次
の
発
言
に
示
さ
れ
て

い
る
。

順
治
十
五
年
か
ら
康
熙
二
年
に
か
け
て
、
六
年
ほ
ど
「
四
書
大
全
」
の
校
訂

作
業
に
尽
力
し
、
よ
う
や
く
そ
の
作
業
を
終
え
た
。
だ
が
、
こ
の
時
は
読
書
に

お
け
る
門
戸
の
見
を
大
ま
か
に
理
解
し
て
は
い
た
も
の
の
、
程
朱
の
語
録
や
文

集
は
ど
れ
も
目
を
通
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
薛
瑄
・
胡
居
仁
ら
諸
君
子
の
書
は

ど
れ
も
探
し
求
め
て
い
な
か
っ
た
し
、
嘉
靖
・
隆
慶
以
後
の
陽
儒
陰
釈
の
徒
で
、

顔
を
挿
げ
替
え
、
是
に
似
て
非
な
る
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
そ
の
蔀さ

ま
た
げ障

に
す
べ

て
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、康
熙
九
年
（
一
六
七
〇
）
以
降
、

諸
家
の
書
を
徹
底
的
に
探
し
求
め
、
こ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
、
先
の
取
捨
選
択

が
十
分
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。（
自
戊
戌
至
癸
卯
、
用
力
六
年
而

始
畢
。
然
是
時
、
雖
粗
知
読
書
之
門
戸
、
而
程
朱
之
語
録
・
文
集
皆
未
之
見
、
敬
軒
・

敬
斎
諸
君
子
之
書
皆
未
之
求
、
嘉
隆
以
後
、
陽
儒
陰
釈
之
徒
、
改
頭
換
面
、
似
是
而
非

者
、
猶
未
尽
触
其
蔀
。
自
庚
戌
以
来
、
乃
始
悉
求
諸
家
之
書
観
之
、
然
後
知
向
之
去
取

未
能
当
。）⑬

こ
れ
に
よ
る
と
、
陸
隴
其
は
康
熙
二
年
の
段
階
で
、「
四
書
大
全
」
の
校
訂
作
業
や

「
困
勉
録
」
の
編
纂
作
業
を
終
え
た
も
の
の
、
程
朱
の
語
録
や
文
集
、
薛
瑄
・
胡
居
仁

ら
明
代
朱
子
学
者
の
書
を
十
分
に
は
目
を
通
せ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
陽
明
学
者
た

ち
が
聖
人
の
教
え
を
ど
う
阻
害
し
て
い
る
の
か
も
捉
え
切
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う

し
た
指
摘
は
、
当
時
の
陸
隴
其
の
読
書
環
境
が
少
な
か
ら
ず
制
約
を
受
け
、
陸
隴
其

自
身
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。⑭
か
く
し
て
、
陸
隴
其
は
書

籍
の
探
訪
に
励
む
こ
と
と
な
る
。
陸
隴
其
の
『
三
魚
堂
日
記
』
を
通
覧
す
る
と
、
確

か
に
そ
の
後
の
彼
が
書
籍
を
積
極
的
に
購
入
・
収
集
し
た
り
、
学
友
や
門
人
か
ら
書

籍
の
借
用
や
提
供
を
受
け
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
陸
隴
其
は
い
つ
『
学
蔀
通
弁
』
を
目
に
す
る
機
会
を
得
た
の
だ
ろ
う
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か
。
現
在
、
陸
隴
其
が
確
実
に
『
学
蔀
通
弁
』
を
目
に
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
康

熙
十
四
年
（
一
六
七
五
）
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
年
七
月
、陸
隴
其
は
嘉
定
県

に
知
県
と
し
て
赴
任
す
る
に
当
た
り
、
陸
公
鏐
を
連
れ
立
っ
て
任
地
に
赴
こ
う
と
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
陸
公
鏐
は
既
に
滎
陽
の
知
県
と
し
て
赴
任
す
る
顧
天

（
字
は
蒼

巌
、
陸
隴
其
と
は
同
じ
平
湖
の
出
身
で
あ
り
、
郷
試
・
会
試
も
同
年
の
合
格
で
あ
っ
た
。
光
緒

『
平
湖
県
志
』
巻
十
六
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。）
の
招
聘
を
受
け
て
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
陸
隴
其
の
要
請
を
断
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
陸
隴
其
は

出
発
を
前
に
し
た
陸
公
鏐
に
対
し
て
餞
別
と
し
て
『
学
蔀
通
弁
』
を
贈
っ
た
の
で
あ

る
。⑮
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
陸
隴
其
は
こ
の
時
点
で
既
に
『
学
蔀
通
弁
』
を
実
見

し
、
し
か
も
相
当
の
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

も
っ
と
も
、『
学
蔀
通
弁
』
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
関
係
は
、
こ
れ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
康
熙
十
七
年
（
一
六
七
八
）
五
月
、顧
天

は
『
学
蔀
通
弁
』
を
滎
陽
で
刊

行
し
た
。⑯
そ
の
知
ら
せ
は
八
月
に
翌
年
の
博
学
鴻
儒
に
応
じ
る
た
め
に
北
京
に
滞
在

し
て
い
た
陸
隴
其
に
伝
え
ら
れ
、⑰
十
月
に
は
陸
隴
其
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。⑱
本
書

の
出
版
に
至
る
ま
で
に
、三
者
が
連
絡
を
取
り
続
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、

こ
の
顧
天

本
『
学
蔀
通
弁
』
は
、
後
に
張
伯
行
が
編
纂
し
た
「
正
誼
堂
全
書
」
に
収

録
さ
れ
た
た
め
、
現
在
は
こ
れ
を
通
し
て
顧
天

本
を
想
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。⑲

つ
づ
い
て
、『
読
朱
随
筆
』
の
検
討
に
移
ろ
う
。

『
読
朱
随
筆
』
は
康
熙
十
九
年
（
一
六
八
〇
）
に
完
成
し
た
も
の
の
、
本
書
は
陸
隴

其
の
存
命
中
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
康
熙
四
十
六
年
（
一
七
〇
七
）
夏
、張
伯
行

は
福
建
巡
撫
を
拝
命
し
、
陸
隴
其
の
未
刊
書
を
探
訪
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
陸
隴
其
の
女

婿
に
あ
た
る
曹
宗
柱
が
家
蔵
書
の
中
か
ら
『
読
朱
随
筆
』
と
と
も
に
『
読
礼
志
疑
』

『
問
学
録
』『
松
陽
鈔
存
』
を
提
供
し
た
こ
と
か
ら
、康
熙
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
に

「
正
誼
堂
全
書
」
の
一
部
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。⑳

本
書
は
陸
隴
其
が
「
朱
子
大
全
」、
す
な
わ
ち
朱
子
の
『
文
集
』
一
百
巻
、『
続
集
』

十
一
巻
、『
別
集
』
十
巻
を
読
ん
だ
際
に
、
気
に
留
め
た
文
章
に
案
語
を
附
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
案
語
の
範
囲
は
全
体
に
及
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
詩
・
賦
・

子
な
ど
を
収
録
し
た
『
文
集
』
二
十
九
巻
ま
で
を
除
き
、
三
十
巻
以
降
が
そ
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
陸
隴
其
は
『
読
朱
随
筆
』
の
中
で
朱
子
の
学
問
へ
の
向
き
合
い

方
を
称
賛
し
た
り
、
陽
明
学
批
判
を
展
開
し
た
り
も
す
る
の
だ
が
、
や
は
り
随
所
で

目
に
す
る
の
は
「
朱
子
の
初
中
晩
の
説
」
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

際
に
は
『
学
蔀
通
弁
』
に
も
し
ば
し
ば
言
及
す
る
の
だ
が
、
意
外
に
も
陸
隴
其
は
そ

の
説
を
退
け
る
こ
と
が
多
い
。

陳
建
は
『
学
蔀
通
弁
』
の
中
で
、
朱
子
の
生
涯
を
陸
象
山
の
思
想
と
の
近
似
性
の

面
か
ら
三
期
に
区
分
し
た
上
で
、
年
月
を
追
い
な
が
ら
朱
子
の
文
章
が
書
か
れ
た
時

期
を
特
定
す
る
。
そ
の
三
期
と
は
、
①
早
年
﹇
生
年
か
ら
四
十
四
歳
ま
で
﹈：
禅
学
に

出
入
し
、
象
山
と
は
面
識
は
な
か
っ
た
が
、
期
せ
ず
し
て
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
時
期
、
②
中
年
﹇
四
十
五
歳
か
ら
五
十
七
歳
ま
で
﹈：
陸
象
山
と
面
識
を
得
て
、
自

説
を
洗
練
し
つ
つ
も
、
疑
信
相
半
ば
し
て
い
た
時
期
、
③
晩
年
﹇
五
十
八
歳
か
ら
逝

去
ま
で
﹈：
朱
陸
の
立
場
は
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
も
の
と
な
り
、
朱
熹
は
象
山
没
後
に
激

し
く
攻
撃
し
た
時
期
を
言
う
。㉑

こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
読
朱
随
筆
』
を
見
て
み
る
と
、
陸
隴
其
は
陳
建
と
は

異
な
る
見
解
を
ま
ま
提
示
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
と
え
ば
、『
文
集
』
巻
四
十

「
答
何
叔
京
」
第
十
三
書
に
つ
い
て
、
陸
隴
其
は
「
此
の
書
、
陳
清
瀾 

篇
首
の
「
賑

糶
事
」
を
以
て
之
を
考
ふ
る
に
、亦
た
是
れ
中
年
未
定
の
論
な
る
を
知
る
」㉒
と
言
い
、

陳
建
の
説
を
踏
ま
え
て
中
年
の
作
と
し
て
い
る
が
、
陳
建
自
身
は
『
学
蔀
通
弁
』
の

中
で
早
年
の
乾
道
四
年
（
三
十
九
歳
）
の
作
と
す
る
。㉓
ま
た
、『
文
集
』
巻
五
十
「
答

程
正
思
」
第
十
六
書
に
つ
い
て
、
陸
隴
其
は
「
此
の
条
亦
必
ず
是
れ
晩
年
に
象
山
の

為
に
し
て
発
す
」
と
言
い
、
さ
ら
に
同
巻
五
十
「
答
程
正
思
」
第
十
九
書
に
つ
い
て

も
、「
已
に
学
蔀
通
弁
に
載
る
」
と
言
い
、
ど
ち
ら
も
晩
年
の
作
と
見
な
そ
う
と
す

る
。㉔
だ
が
、
陳
建
は
『
学
蔀
通
弁
』
の
中
で
、
前
書
を
中
年
の
淳
熙
十
三
年
（
五
十
七

歳
）
と
見
な
し
、㉕
後
書
を
晩
年
の
淳
熙
十
六
年
（
六
十
歳
）
の
作
と
見
な
し
て
い
る
。㉖ 



四
二
〇

692

で
は
、な
ぜ
こ
う
し
た
相
違
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、

魏
校
の
『
荘
渠
遺
書
』
巻
三
に
収
録
さ
れ
る
「
与
余
子
積
」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。

陸
隴
其
は
嘉
定
知
県
在
任
中
の
康
熙
十
四
年
か
ら
十
五
年
（
一
六
七
五
―
一
六
七
六
）

の
間
に
本
書
を
得
た
も
の
の
、
そ
れ
は
端
本
で
あ
っ
た
た
め
、「
与
余
子
積
」
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
康
熙
十
七
年
（
一
六
七
八
）
に
門
人
の
周
梁
か

ら
本
書
の
完
本
を
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
そ
の
全
貌
を
見
る
に
至
っ
た
。㉗
そ

の
時
、
彼
は
こ
の
文
章
を
「
荘
渠
の
学 

頗
る
正
し
」㉘
と
評
し
て
い
る
。
実
は
、
陸
隴

其
の
所
見
は
、
こ
の
魏
校
の
見
解
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
魏
校
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
彼
も
ま
た
朱
子
の
思
想

遍
歴
を
三
期
に
区
分
す
る
が
、
朱
子
の
工
夫
論
に
着
目
し
て
い
る
点
で
陳
建
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
そ
の
三
期
と
は
、
①
早
年
：
李
侗
に
学
ん
で
若
年
期
に
傾
倒
し
た
禅

学
の
誤
り
に
気
づ
き
「
存
斎
記
」
な
ど
を
著
し
て
い
た
時
期
、
②
中
年
：
張

と
面

識
を
得
て
、
そ
の
察
識
端
倪
説
に
触
れ
、「
中
和
旧
説
」
を
主
張
し
た
時
期
、
③
晩

年
：
已
発
明
未
発
説
を
改
定
し
て
以
降
の
時
期
を
言
う
。㉙
な
お
、
魏
校
は
陳
建
の
よ

う
に
具
体
的
な
年
齢
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
仮
に
明
・
戴
銑
『
朱
子
実
紀
年

譜
』な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
年
齢
を
示
し
て
お
く
と
、①
李
侗
に
学
ん
だ
早
年
は
二
十
四

歳
か
ら
、
②
張

と
面
識
を
得
た
中
年
は
三
十
八
歳
か
ら
、
③
已
発
未
発
説
を
改
め

た
晩
年
は
四
十
歳
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。㉚
そ
し
て
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
前

掲
の
陸
隴
其
の
早
中
晩
年
の
区
分
を
見
る
と
、
魏
校
の
考
え
と
一
致
す
る
こ
と
が
分

か
る
。

だ
が
、
陸
隴
其
は
陳
建
の
説
を
全
面
的
に
捨
て
去
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

次
に
掲
げ
る
『
文
集
』
巻
四
十
五
「
答
廖
子
晦
」
第
一
書
に
対
す
る
論
述
か
ら
は
、

彼
が
陳
建
説
と
魏
校
説
と
を
折
衷
し
よ
う
と
苦
心
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

こ
の
一
条
は
、
中
和
の
境
界
を
最
も
明
晰
に
述
べ
て
お
り
、
中
和
旧
説
と
は

異
な
る
。
こ
れ
は
き
っ
と
朱
子
が
四
十
歳
以
後
の
発
言
に
違
い
な
い
。
大
抵
、

朱
子
と
象
山
と
は
、
こ
の
時
期
で
は
ま
だ
著
し
く
冰
炭
の
関
係
に
あ
っ
た
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
朱
子
が
象
山
を
論
じ
た
部
分
は
、
な
お
中
年
未
定
の
見
に
属

し
て
い
る
。
き
っ
と
、
こ
の
時
に
象
山
と
知
り
合
っ
て
も
論
破
で
き
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
朱
子
自
身
の
取
り
組
み
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
既
に
本

末
は
兼
ね
備
わ
り
、
確
か
に
定
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
学
蔀
通
弁
が
論
じ

る
朱
子
の
学
の
三
変
は
、朱
陸
異
同
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

魏
校
の
「
与
余
子
積
書
」
が
論
じ
る
朱
子
の
学
の
三
変
は
、
朱
子
自
身
の
取
り

組
み
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。（
此
一
条
、
説
中
和
界
限
最
明
、
与
中
和
旧
説
不

同
。
此
必
是
朱
子
四
十
以
後
之
言
。
大
抵
朱
子
与
象
山
、
此
時
猶
未
甚
冰
炭
。
其
論
象

山
処
、
尚
属
中
年
未
定
之
見
。
蓋
縁
此
時
識
象
山
未
破
也
。
而
其
自
家
用
工
、
則
固
已

本
末
兼
備
、
確
有
定
見
矣
。
故
学
蔀
通
弁
所
論
朱
子
之
学
三
変
、
以
朱
陸
異
同
而
言
也
。

魏
荘
渠
与
余
子
積
書
所
論
朱
子
之
学
三
変
、
以
朱
子
自
家
用
功
而
言
也
。）㉛

『
文
集
』
巻
七
十
五
に
収
録
す
る
「
中
和
旧
説
序
」
に
よ
る
と
、朱
子
は
淳
熙
五
年

（
一
一
七
七
）
四
十
歳
の
時
に
、
そ
れ
ま
で
張

の
察
識
端
倪
説
に
触
れ
て
構
築
し
て

い
た
自
説
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
て
已
発
未
発
説
を
確
立
し
、
か
つ
て
張

に
送
っ
た
四
通
の
書
翰
を
旧
説
の
名
残
と
し
て
「
中
和
旧
説
」
と
総
称
す
る
こ
と

と
し
た
。
陸
隴
其
は
冒
頭
で
こ
の
書
翰
の
内
容
が
、「
中
和
旧
説
」
の
趣
旨
と
異
な
る

こ
と
か
ら
、
四
十
歳
以
後
の
作
と
見
な
す
の
だ
が
、
こ
の
書
翰
を
魏
校
と
同
様
に
晩

年
の
作
と
す
る
の
で
は
な
く
、陳
建
と
同
様
に
陸
象
山
と
は
「
冰
炭
」
の
関
係
に
至
っ

て
い
な
い
中
年
の
作
と
言
う
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
四
十
歳
の
時
点
で
已
発
未
発

説
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
固
よ
り
已
に
本
末
兼
備
し
、
確
と
し
て
定
見
有

り
」
と
も
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
言
う
「
定
見
」
と
は
、
魏
校
の
語
で
も
あ
る
。
陸
隴

其
は
魏
校
と
同
じ
く
朱
子
の
思
想
遍
歴
を
工
夫
論
に
着
目
し
て
捉
え
つ
つ
も
、
そ
の

晩
年
に
つ
い
て
は
更
な
る
変
化
を
も
想
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

事
実
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
次
節
で
検
討
す
る
「
答
秦
定
叟
書
」
に
も
現
れ
て

い
る
。
陸
隴
其
は
こ
の
書
翰
の
中
で
、「
朱
子
の
学
は
一
た
び
未
発
の
中
を
悟
る
の
後

に
定
ま
り
、再
び
退
き
て
之
を
句
読
文
義
に
求
む
る
の
後
に
定
ま
る
」32
と
指
摘
す
る
。
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陸
隴
其
の
学
問
に
お
け
る
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
つ
い
て

693

彼
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
文
集
』
巻
四
十
三
「
答
林
択

之
書
」
と
同
巻
三
十
八
「
答
薛
士
龍
書
」
と
を
挙
げ
て
い
る
。
陸
隴
其
が
こ
れ
ら
の

書
翰
の
具
体
的
な
執
筆
時
期
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら

を
四
十
歳
以
降
の
作
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
晩
年
期
に
お
け
る
更

な
る
思
想
遍
歴
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
陸
隴
其
は
『
学
蔀
通
弁
』
を
盛
ん
に
称
賛
し
、

書
翰
な
ど
の
資
料
の
繋
年
に
従
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
思
想
遍
歴
に
関
す
る
区
分
で

は
完
全
に
従
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
魏
校
と
同
様
に
已
発
未
発
と
い
う

人
間
の
意
識
に
関
わ
る
考
え
方
の
変
遷
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二　

劉
宗
周
『
聖
学
宗
要
』
と
秦
雲
爽
『
紫
陽
大
指
』
へ
の
批
判

陸
隴
其
に
よ
る
最
も
早
い
時
期
に
な
さ
れ
た
程
敏
政
『
道
一
編
』
や
王
守
仁
『
朱

子
晩
年
定
論
』
へ
の
批
判
は
、康
熙
十
一
年
（
一
六
七
二
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
問
学
録
』

の
中
に
見
え
て
い
る
。33
だ
が
、
こ
こ
で
は
陳
建
『
皇
明
通
紀
前
編
』
と
陳
龍
正
『
陽

明
先
生
要
書
』
か
ら
の
引
用
が
示
さ
れ
る
ば
か
り
で
、34
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
関
す
る

陸
隴
其
の
見
解
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
陸
隴
其
が
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
関
す
る

見
解
を
示
す
の
は
『
読
朱
随
筆
』
の
編
纂
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
は
本
書
の

編
纂
を
機
に
朱
子
学
に
対
す
る
誤
解
を
是
正
す
る
た
め
こ
と
に
も
着
手
す
る
。
本
節

で
は
、
特
に
そ
の
考
え
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
劉
宗
周
の
『
聖
学
宗
要
』
と
秦
雲
爽

の
『
紫
陽
大
指
』
に
見
え
る
朱
子
学
理
解
に
対
す
る
批
判
を
通
し
て
、
陸
隴
其
の
学

問
に
お
け
る
朱
子
の
思
想
遍
歴
の
意
義
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
劉
宗
周
『
聖
学
宗
要
』
へ
の
批
判

崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）、
劉
宗
周
は
友
人
の
劉
去
非
が
周
敦
頤
の
「
太
極
図
説
」、

張
載
の
「
西
銘
」、程
顥
の
「
定
性
書
」、朱
子
の
「
已
発
未
発
説
」
を
収
録
す
る
『
宋

学
宗
源
』
を
編
纂
し
た
こ
と
に
示
唆
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
文
章
の
他
に
張
載
の
「
東

銘
」、
程
顥
の
「
識
仁
篇
」、
朱
子
の
「
已
発
未
発
全
説
」、
そ
し
て
王
守
仁
の
所
説
で

「
程
朱
と
相
発
明
す
る
者
」
と
し
て
「
良
知
答
問
」「
抜
本
塞
源
論
」
を
附
け
加
え
て
、

『
聖
学
宗
要
』
を
編
纂
し
た
。
こ
こ
で
言
う
朱
子
の
「
已
発
未
発
全
説
」
と
は
、朱
子

が
張

ら
に
送
っ
た
四
通
の
書
翰
、
す
な
わ
ち
①
「
与
張
欽
夫
」（『
文
集
』
巻
三
十
、

第
三
書
）、
②
「
答
張
敬
夫
」（『
文
集
』
巻
三
十
二
、
第
四
書
）、
③
「
答
張
欽
夫
」（
同
、

第
十
八
書
）、
④
「
与
湖
南
諸
公
論
中
和
第
一
書
」（『
文
集
』
巻
六
十
四
）
を
指
し
て
お

り
、
劉
宗
周
は
こ
れ
ら
を
「
中
和
説
」
と
も
称
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
中
和

説
」
に
収
録
さ
れ
る
書
翰
は
、
前
二
書
が
所
謂
「
中
和
旧
説
」
に
相
当
し
、
後
二
書

が
已
発
未
発
説
定
立
後
の
も
の
に
相
当
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
書
翰
を
一
緒
く
た
に

取
り
上
げ
る
こ
と
は
朱
子
の
意
図
に
沿
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
だ
が
、
劉
宗
周

は
こ
れ
ら
四
通
の
書
簡
を
通
し
て
、
朱
子
の
考
え
が
徐
々
に
進
展
し
た
こ
と
を
示
そ

う
と
し
た
。35
そ
の
た
め
、
劉
宗
周
自
身
は
「
中
和
説
」
に
独
自
の
朱
子
理
解
を
示
そ

う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、36
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
陸
隴
其
が
劉
宗
周
の
見
解
を
ど

の
よ
う
に
批
判
し
た
の
か
に
重
点
を
置
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
①
「
与
張
欽
夫
」
に
対
す
る
考
え
方
か
ら
見
て
行
こ
う
。

そ
も
そ
も
、
日
常
的
な
物
事
へ
と
向
か
う
人
間
の
意
識
の
は
た
ら
き
を
已
発

と
見
な
す
の
に
対
し
て
、
一
時
的
に
意
識
の
は
た
ら
き
が
中
断
し
、
物
事
に
接

し
て
い
な
い
状
態
を
指
し
て
未
発
の
時
と
見
な
せ
る
で
し
ょ
う
か
。
試
み
に
、

こ
う
し
た
観
点
に
即
し
て
未
発
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て
意
識

が
は
た
ら
い
て
い
な
い
時
は
、
真
っ
暗
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
偏
る
こ
と
な
く
明

晰
に
物
事
に
応
じ
る
本
体
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
、
僅

か
な
時
で
も
意
識
が
は
た
ら
く
と
、
も
は
や
已
発
と
な
っ
て
し
ま
い
、
寂
然
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
で
は
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
日
常
生
活
の
中
で
確
か
め
て
み

ま
す
と
、
そ
も
そ
も
物
事
を
感
じ
取
っ
て
反
応
し
た
り
、
物
事
に
触
れ
て
意
識
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を
は
た
ら
か
せ
た
り
す
る
の
は
、
き
っ
と
渾
然
一
体
と
し
て
物
事
に
対
応
し
行

き
詰
ま
る
こ
と
が
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
天
命
が
隅
々
ま

で
行
き
渡
っ
て
、
際
限
な
く
万
物
を
生
み
育
て
る
は
た
ら
き
で
あ
り
、
人
間
の

意
識
は
一
日
の
内
に
何
度
も
生
滅
す
る
に
し
て
も
、そ
の
寂
然
と
し
た
本
体
は
、

常
に
寂
然
と
し
て
い
る
の
で
す
。
未
発
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
も
そ

も
、
特
定
の
時
間
や
場
所
に
限
定
的
に
存
在
す
る
物
体
を
「
中
」
と
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。（
夫
豈
以
日
用
流
行
者
為
已
発
、
而
指
夫
暫
而
休
息
、
不
与
事
接
之
際
為

未
発
時
耶
。
嘗
試
以
此
求
之
、
則
泯
念
無
覚
之
中
、
邪
暗
鬱
塞
、
似
非
虚
明
応
物
之
体
。

而
幾
微
之
際
、
一
有
覚
焉
、
則
又
便
為
已
発
、
而
非
寂
然
之
謂
。
蓋
愈
求
而
愈
不
可
見
。

於
是
退
而
験
之
於
日
用
之
間
、
則
凡
感
之
而
通
、
触
之
而
覚
、
蓋
有
渾
然
全
体
応
物
而

不
窮
者
。
是
乃
天
命
流
行
、
生
生
不
已
之
機
、
雖
一
日
之
間
万
起
万
滅
、
而
其
寂
然
之

本
体
、
則
未
嘗
不
寂
然
也
。
所
謂
未
発
如
是
而
已
。
夫
豈
別
有
一
物
、
限
於
一
時
、
拘

於
一
處
、
而
可
以
謂
之
「
中
」
哉
。）37

こ
れ
に
よ
る
と
、
朱
子
は
日
常
的
な
物
事
に
対
し
て
意
識
が
は
た
ら
い
て
い
る
状

態
を
已
発
と
捉
え
る
の
に
対
し
て
、
人
間
が
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
、
あ
ら
ゆ
る
物
事

に
的
確
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
る
本
体
を
未
発
と
捉
え
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
本
体

と
し
て
の
未
発
が
人
間
の
意
識
と
し
て
現
れ
る
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
劉
宗
周
は
朱
子
が
「
幾
微
の
際
に
、
一
た
び
覚
す
る
こ
と

有
ら
ば
、
則
ち
又
便
ち
已
発
と
為
り
て
、
寂
然
の
謂
に
非
ず
」
と
論
じ
た
点
に
は
不

満
を
覚
え
つ
つ
も
、「
論
じ
て
い
る
こ
と
は
お
お
む
ね
正
し
く
、（
未
発
は
）
特
定
の
時

間
や
場
所
に
限
定
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
（
説
得
大
意
已
是
、
猥
不
是
限
於
一

時
、
拘
於
一
処
）」38
と
言
い
、「
中
和
旧
説
」
で
示
し
た
未
発
説
を
是
認
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
陸
隴
其
は
①
「
与
張
欽
夫
」
の
題
下
で
朱
子
が
「
こ
の
書
翰
で
述
べ
た
考

え
は
正
し
く
な
い
。
こ
れ
を
残
し
て
議
論
の
成
り
行
き
を
示
す
に
他
な
ら
な
い
（
此

書
非
是
。
但
存
之
以
見
議
論
本
末
耳
）」
と
記
す
の
に
、
劉
宗
周
が
「
中
和
説
」
の
中
に

取
り
入
れ
た
の
は
、
劉
宗
周
が
朱
子
の
意
図
を
無
視
し
て
自
説
に
都
合
よ
く
利
用
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
と
批
判
す
る
。39
ま
た
、
劉
宗
周
は
②
「
答
張
敬
夫
」
に
つ

い
て
も
、「
天
命
の
性
」
す
な
わ
ち
未
発
が
人
間
の
意
識
の
は
た
ら
き
を
「
主
宰
」
す

る
と
の
見
解
を
示
し
て
、40
朱
子
が
「
中
和
旧
説
」
で
提
示
し
た
未
発
説
を
受
け
入
れ

る
が
、
陸
隴
其
は
『
文
集
』
巻
三
十
二
「
問
張
敬
夫
」
第
六
書
の
表
現
を
根
拠
に
、

「
主
宰
」
の
語
は
「
心
」
を
指
す
と
反
論
す
る
。41
要
す
る
に
、陸
隴
其
は
劉
宗
周
が
自

身
の
本
体
論
を
補
強
す
る
た
め
に
、「
中
和
旧
説
」
で
示
さ
れ
た
未
発
説
を
取
り
込
も

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
已
発
未
発
説
定
立
後
に
著
さ
れ
た
、
③
「
答
張
欽
夫
」
と
④
「
与
湖

南
諸
公
論
中
和
第
一
書
」
に
対
す
る
考
え
方
を
見
て
行
こ
う
。
こ
こ
で
は
工
夫
論
に

関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
。

ま
ず
、
③
「
答
張
欽
夫
」
に
つ
い
て
、
劉
宗
周
は
朱
子
の
論
点
「
心
を
手
掛
か
り

と
し
て
主
敬
の
説
に
言
及
し
て
い
る
（
以
心
為
主
及
主
敬
之
説
）」42
と
捉
え
た
上
で
、そ

の
敬
に
つ
い
て
は
「
仁
を
求
む
る
工
夫
は
只
だ
是
の
一
敬
の
み
、
心
に
動
静
無
く
、

敬
に
動
静
無
し
」
と
論
じ
て
い
る
。43
そ
し
て
、
④
「
与
湖
南
諸
公
論
中
和
第
一
書
」

に
つ
い
て
は
、
朱
子
が
「
中
和
旧
説
」
の
時
点
で
は
、
意
識
が
は
た
ら
い
て
い
る
状

態
を
已
発
と
捉
え
、
そ
の
意
識
の
端
緒
を
察
識
す
る
こ
と
を
日
常
的
な
工
夫
と
位
置

づ
け
、
未
発
の
性
に
対
す
る
工
夫
と
し
て
の
涵
養
を
疎
か
に
し
て
い
た
と
述
懐
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
劉
宗
周
は
朱
子
の
工
夫
論
が
次
第
に
未
発
を
対
象
と
す
る
も
の
へ

と
向
か
い
、
主
静
へ
と
行
き
着
く
こ
と
と
な
っ
た
と
主
張
す
る
。44

こ
れ
に
対
し
て
、
陸
隴
其
は
劉
宗
周
が
③
「
答
張
欽
夫
」
の
冒
頭
部
分
を
引
用
す

る
だ
け
で
、
書
翰
全
体
の
趣
旨
が
「
心
に
動
静
有
り
」
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
を
無

視
し
て
、
敬
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

こ
の
「
心
に
動
静
有
り
」
と
い
う
考
え
方
は
、
④
「
与
湖
南
諸
公
論
中
和
第
一
書
」

に
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
朱
子
の
工
夫
論
が
主
静
へ
と
向
か
っ
た
と
い
う
見
解
も

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。45

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、陸
隴
其
は
劉
宗
周
が
朱
子
の
思
想
遍
歴
を
考
慮
せ
ず
、
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に
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け
る
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の
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想
遍
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に
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い
て
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朱
子
の
本
体
論
と
工
夫
論
と
を
自
説
に
都
合
よ
く
解
釈
し
て
い
た
こ
と
を
問
題
視
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

（
２
）
秦
雲
爽
『
紫
陽
大
指
』
へ
の
批
判

『
紫
陽
大
指
』
は
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
九
十
七
・
儒
家
類
存
目
三
に
「
江
蘇
巡
撫

採
進
本
」
が
著
録
さ
れ
る
が
、今
は
「
南
京
図
書
館
蔵
清
紅
格
鈔
本
」（『
四
庫
全
書
存

目
叢
書
』
子
部
第
二
十
二
冊
）
が
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書

は
全
八
巻
か
ら
な
り
、
巻
ご
と
に
「
朱
子
初
学
」・「
論
已
発
未
発
」・「
論
涵
養
本
源
」・

「
論
居
敬
窮
理
」・「
論
致
知
格
物
」・「
論
性
」・「
論
心
」・「
論
太
極
」
と
い
う
項
目
を

立
て
て
い
る
。秦
雲
爽
は
そ
の
中
で
関
連
す
る
朱
子
の
文
章
を
引
用
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
文
章
に
対
し
て
自
ら
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
は
順
治
十
八

年
（
一
六
六
一
）
に
完
成
し
た
後
、
抄
写
し
て
世
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し

て
改
訂
作
業
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
「
守
仁
の
論
も
亦
た
間
ま
附
載
し

て
以
て
互
い
に
証
す
る
」46
と
い
う
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
措
置
が
陸

隴
其
の
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
秦
雲
爽

は
康
熙
二
十
年
（
一
六
八
一
）
に
友
人
の
兪
彙
嘉
か
ら
資
金
援
助
を
受
け
た
こ
と
で
、漸

く
出
版
の
目
途
が
立
ち
、
同
年
六
月
に
は
そ
の
「
凡
例
」
を
著
し
て
い
る
。47

同
年
十
月
十
七
日
、陸
隴
其
の
も
と
へ
秦
雲
爽
か
ら
書
翰
と
と
も
に
『
紫
陽
大
指
』

が
送
ら
れ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
陸
隴
其
は
直
ち
に
返
答
す
る
の
を
避
け
、
康
熙

二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
四
月
に
な
っ
て
漸
く
返
書
を
し
た
た
め
、「
陽
明
学
の
領
域

を
抜
き
切
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
は
、
朱
王
両
家
の
分
岐
点
に
つ
い
て
区
分
で

き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
猶
似
未
能
尽
脱
其
範
囲
、所
以
於
両
家
分
途
処
、猶
未
劃
然
）」

と
批
判
し
た
。48
こ
れ
に
不
満
を
覚
え
た
秦
雲
爽
は
、康
熙
二
十
四
年
（
一
六
八
五
）
に

あ
ら
た
め
て
陸
隴
其
の
も
と
へ
書
翰
と
と
も
に
「
答
中
孚
（
李
顒
）・
潜
斎
（
応
撝
謙
）・

拡
菴
（
未
詳
）
諸
書
刻
本
」
を
送
り
届
け
た
。
す
る
と
、陸
隴
其
は
速
や
か
に
反
論
の

書
翰
（『
三
魚
堂
文
集
』
巻
五
「
答
秦
定
叟
書
」）
を
送
付
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
今
は
秦

雲
爽
の
書
翰
が
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
以
下
に
お
い
て
は
陸
隴
其
の
書
翰
を
中
心
に
検

討
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

陸
隴
其
は
秦
雲
爽
へ
の
書
翰
の
中
で
『
紫
陽
大
指
』
な
ど
へ
の
疑
問
点
を
列
挙
す

る
。
そ
の
内
の
一
つ
目
が
、
陽
明
学
の
弊
害
に
対
す
る
認
識
の
相
違
で
あ
る
。
陸
隴

其
は
陽
明
学
の
弊
害
は
「
無
善
無
悪
」
説
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
秦

雲
爽
は
朱
子
が
已
発
未
発
説
を
確
立
し
た
際
に
、
物
事
に
対
し
て
意
識
が
生
じ
て
い

る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
已
発
と
未
発
と
を
区
別
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
陽
明
は
こ

れ
ら
を
区
別
し
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
、「
無
善
無
悪
」
に
つ
い
て
は
「
是
れ
名

言
の
失
に
し
て
、
大
義
の
謬
に
非
ず
」
と
言
い
、「
無
善
無
悪
」
を
容
認
す
る
考
え
を

持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
陸
隴
其
は
朱
子
の
考
え
と
「
無
善
無
悪
」
と
の
弁
別
を
試

み
る
。

朱
子
の
中
和
旧
説
は
、
や
が
て
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
考
え
方
で
は
あ
る
も

の
の
、「
心
は
已
発
と
為
し
、
性
は
未
発
と
為
す
」
と
い
う
主
張
は
、
至
善
無
悪

を
指
し
て
言
う
も
の
で
も
あ
り
、
陽
明
の
無
善
無
悪
と
は
堂
屋
の
柱
と
草
の
茎

ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
、
朱
子
が
旧
説
を
守
っ
て
変
更
し
な
く
て
も
、

そ
の
ま
ま
陽
明
と
は
同
じ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。（
朱
子
中
和
旧
説
、
雖
属
已
悔
之

見
、
然
所
謂
「
心
為
已
発
、
性
為
未
発
」、
亦
指
至
善
無
悪
者
言
、
与
陽
明
之
無
善
無
悪

相
楹

。
即
使
朱
子
守
旧
説
而
不
変
、
仍
与
陽
明
不
同
。）

朱
子
の
「
中
和
旧
説
」
で
は
、
已
発
は
人
間
の
心
が
日
常
的
な
物
事
に
対
し
て
意

識
を
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
を
言
い
、
未
発
は
人
間
が
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
、
あ
ら
ゆ

る
物
事
に
的
確
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
る
本
体
の
こ
と
を
言
い
、
こ
の
未
発
の
性
は

人
間
の
意
識
と
し
て
顕
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
陸
隴
其
は
こ
の
已

発
と
未
発
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
に
、「
心
は
已
発
と
為
し
、
性
は
未
発
と
為
す
」

と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
し
、
未
発
の
性
が
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
対
応
で
き
る
点
を
捉
え

て
「
至
善
無
悪
」
と
称
す
る
。
一
方
、「
無
善
無
悪
」
は
、
人
間
に
備
わ
る
良
知
が
日

常
の
事
柄
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
朱
子
の
「
中
和
旧
説
」
と
似
た
発
想
と
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言
え
る
。
だ
が
、「
無
善
無
悪
」
は
既
成
の
善
悪
観
念
を
離
れ
、
個
別
の
状
況
に
応
じ

て
善
悪
の
判
断
が
下
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
陸
隴
其
に
し
て
み

れ
ば
、
善
悪
に
対
す
る
価
値
基
準
を
備
え
て
い
な
い
と
い
う
点
で
「
至
善
無
悪
」
に

劣
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
朱
子
が
「
中
和
旧
説
」
を
維
持
し

続
け
た
と
し
て
も
、
陽
明
と
は
同
じ
考
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。49

次
に
、陸
隴
其
は
秦
雲
爽
の
考
え
る
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
対
し
て
反
論
を
試
み
る
。

秦
雲
爽
は
朱
子
が
已
発
未
発
説
を
確
立
す
る
ま
で
に
三
変
し
た
と
考
え
て
お
り
、
乾

道
三
年
八
月
以
前
に
「
答
何
叔
京
書
」
を
著
し
た
時
期
を
第
一
期
と
見
な
し
、
張

と
面
識
を
得
て
「
中
和
旧
説
」
を
唱
え
た
時
期
を
第
二
期
と
見
な
し
、
已
発
未
発
説

を
確
立
し
た
時
期
を
第
三
期
と
見
な
し
て
い
た
。50
こ
れ
に
対
し
て
、
陸
隴
其
は
朱
子

の
思
想
変
化
を
「
答
何
叔
京
書
」
に
見
出
す
こ
と
に
異
を
唱
え
る
。
と
い
う
の
も
、

こ
の
書
翰
は
陽
明
が
晩
年
の
作
と
見
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
陽
明
の
影
響
を

感
じ
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、陸
隴
其
は
朱
子
の
思
想
遍
歴
を
論
じ
て
行
く
。

陸
隴
其
に
よ
る
と
、
朱
子
は
二
十
四
歳
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
の
十
年
余
り
の
間
、

李
侗
の
学
問
に
接
す
る
機
会
を
得
た
。
朱
子
は
こ
の
間
に
李
侗
か
ら
「
静
中
に
喜
怒

哀
楽
が
未
発
で
あ
る
際
の
気
象
を
体
認
す
る
こ
と
（
静
中
観
喜
怒
哀
楽
未
発
気
象
）」
と

「
繰
り
返
し
推
考
し
て
理
を
究
明
す
る
こ
と
（
反
覆
推
尋
以
究
斯
理
）」
と
を
教
え
ら
れ

た
が
、
当
時
の
朱
子
は
そ
の
教
え
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、「
中
和
旧
説
」
を
唱
え
た
り
、「
答
何
叔
京
書
」
を
著
し
た
り
し
て
い
た
。
だ
が
、

や
が
て
李
侗
が
逝
去
し
、
朱
子
が
四
十
歳
に
な
る
と
、
次
第
に
そ
の
言
葉
を
思
い
出

し
、
李
侗
か
ら
授
け
ら
れ
た
二
つ
の
教
え
を
居
敬
・
窮
理
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。51
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
陸
隴
其
は
秦
雲
爽
が
居
敬
を
重
ん

じ
て
格
物
を
軽
ん
じ
る
た
め
、
陽
明
の
「
古
本
大
学
」
を
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
を

も
非
難
す
る
。52
こ
の
よ
う
に
、
陸
隴
其
は
朱
子
の
学
問
遍
歴
に
対
す
る
秦
雲
爽
の
認

識
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
朱
子
の
思
想
遍
歴
を
辿
る
こ
と
で
朱
子
が
居
敬
と
窮
理

の
ど
ち
ら
を
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。53

そ
こ
で
、
陸
隴
其
は
さ
ら
に
秦
雲
爽
の
工
夫
論
に
も
切
り
込
ん
で
行
く
。
と
り
わ

け
、
陸
隴
其
が
問
題
視
し
た
の
は
、
秦
雲
爽
の
敬
と
静
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

か
つ
て
、
朱
子
が
敬
に
言
及
す
る
際
に
、
常
に
「
略
綽
提
撕
」
と
述
べ
て
い

る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
ぶ
者
が
敬
に
対
し
て
過
剰
に
取
り
組
み
、

切
迫
し
た
状
態
に
陥
る
の
を
避
け
ら
れ
な
く
な
る
の
を
危
惧
し
た
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
延
平
の
「
喜
怒
哀
楽
の
未
発
を
観
ず
」
と
い
う
一
句

に
つ
い
て
、
朱
子
は
当
初
は
そ
の
教
え
に
背
い
て
い
た
の
を
後
悔
し
て
胸
に
刻

む
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、「
観
」
の
一
字
に
つ
い
て
は
、
最
後
ま
で
決
し
て
従

お
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
劉
淳
叟
へ
の
返
書
な
ど
に
見
え
て
い
ま
す
。
観

心
説
一
篇
で
は
、「
観
」
の
弊
害
を
突
き
詰
め
て
論
述
し
、
釈
氏
を
対
象
と
し
て

論
じ
て
い
ま
す
が
、
延
平
の
言
葉
に
弊
害
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
対
象

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
敬
に
尽
力
す
る
者
が
知
ら
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
こ
と
で
す
。（
嘗
観
朱
子
之
言
敬
、
毎
云
「
略
綽
提
撕
」。
蓋
惟
恐
学
者

下
手
過
重
、
不
免
急
迫
之
病
。
故
於
延
平
「
観
喜
怒
哀
楽
未
発
」
一
語
、
雖
悔
其
始
之

辜
負
而
服
膺
之
、
然
於
「
観
」
之
一
字
、
則
到
底
不
敢
徇
、
見
於
答
劉
淳
叟
諸
書
。
至

観
心
説
一
篇
、
極
言
「
観
」
之
病
、
雖
指
仏
氏
而
言
、
而
延
平
之
言
不
能
無
病
、
亦
在

其
中
。
此
用
力
於
敬
者
、
所
不
可
不
知
也
。）

こ
こ
で
は
、
朱
子
の
言
う
敬
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
陸
隴
其
は
朱
子
が
敬
を
重
視

し
て
い
た
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、
一
方
で
朱
子
は
敬
へ
の
取
り
組
み
を
過
剰
に
意

識
し
て
し
ま
う
こ
と
を
警
戒
し
、
む
し
ろ
「
ゆ
っ
た
り
（
略
綽
提
撕
）」
と
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
て
い
た
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
朱
子
は
「
敬
字
の
工
夫
は
動
静
を
通
貫
す
る
も
の
の
、
必
ず
静
を
根

本
に
据
え
て
い
る
」
と
言
い
つ
つ
も
、
一
方
で
は
「
取
り
立
て
て
静
坐
を
工
夫

の
一
つ
と
見
な
す
必
要
は
な
く
、
一
敬
字
に
取
り
組
ん
で
動
静
を
通
貫
す
る
だ

け
で
あ
る
」
と
言
い
、
ま
た
「
明
道
は
静
坐
に
よ
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

言
い
、
上
蔡
も
殊
更
に
静
に
取
り
組
ん
で
も
妨
げ
は
な
い
と
言
う
。
こ
う
し
た
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考
え
方
は
結
局
の
と
こ
ろ
些
か
偏
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
で
も
偏
れ
ば
弊
害
を
生

じ
て
し
ま
う
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
楽
記
の
「
人
生
而
静
」
と

太
極
図
の
「
主
静
」
は
、
ど
ち
ら
も
敬
を
指
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
物
事

が
生
じ
て
い
な
い
時
に
は
、
そ
の
心
は
落
ち
着
い
て
お
り
、
意
識
が
他
に
向
か

わ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
人
間
が
物
事
を
取
り
除
き
、
ひ
た
す
ら
意

識
を
寂
滅
に
求
め
て
、
仏
家
の
坐
禅
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
景
逸
は
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
か
え
っ
て
静
に

専
念
し
、
さ
ら
に
は
静
坐
に
は
七
日
を
必
要
と
し
て
、
大
本
を
涵
養
す
る
と
称

し
て
い
た
が
、
こ
れ
で
は
釈
氏
の
寂
滅
に
入
っ
て
し
ま
い
、
朱
子
の
言
う
静
と

は
違
う
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
静
に
尽
力
す
る
者

が
知
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
又
朱
子
雖
云
「
敬
字
工
夫
、
通

貫
動
静
、
而
必
以
静
為
本
」、
却
又
云
「
不
必
特
地
将
静
坐
做
一
件
工
夫
、
但
看
一
敬
字

通
貫
動
静
」、
又
云
「
明
道
説
静
坐
可
以
為
学
、
上
蔡
亦
言
多
著
静
不
妨
。
此
説
終
是
小

偏
。
纔
偏
便
做
病
」。
蓋
楽
記
之
「
人
生
而
静
」、太
極
図
之
「
主
静
」、皆
是
指
敬
而
言
、

無
事
之
時
、
其
心
収
斂
、
不
他
適
而
已
、
非
欲
人
謝
却
事
物
、
専
求
之
寂
滅
、
如
仏
家

之
坐
禅
一
般
也
。
高
景
逸
不
知
此
、
乃
専
力
於
静
、
甚
至
坐
必
七
日
、
名
為
涵
養
大
本
、

而
不
覚
入
釈
氏
之
寂
滅
、亦
異
乎
朱
子
所
謂
静
矣
。
此
用
力
於
静
者
、所
不
可
不
知
也
。）

こ
こ
で
は
、
朱
子
の
言
う
静
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
陸
隴
其
は
朱
子
の
発
言
見
れ

ば
、
敬
の
工
夫
は
静
だ
け
で
な
く
動
に
対
す
る
工
夫
で
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
主

張
す
る
。
そ
の
上
で
、
儒
仏
の
間
で
は
静
に
対
す
る
認
識
が
異
な
っ
て
お
り
、
儒
者

の
言
う
静
と
は
日
常
生
活
の
中
で
生
じ
る
物
事
に
対
し
て
、
人
間
の
心
が
思
慮
分
別

を
生
じ
る
前
の
状
態
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
釈
氏
が
主
張
す
る
寂
滅
の
境
地
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
す
る
。54
陸
隴
其
と
し
て
は
、
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
目
を

配
り
な
が
ら
、
敬
や
静
の
内
実
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、
秦
雲
爽
の
朱
子
学
理
解
が
実

態
か
ら
掛
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
陸
隴
其
は
秦
雲
爽
が
陽
明
の
良
知
を
孟
子
の
性
善
と
同
一
視
し
て
い

る
こ
と
や
、陽
明
の
学
問
が
「
己
の
為
に
し
て
勝
ち
を
好
む
の
心
を
挟
む
者
に
非
ず
」

と
主
張
し
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
検
討
を
省
略

す
る
。
と
も
あ
れ
、
陸
隴
其
は
秦
雲
爽
が
陽
明
に
対
し
て
已
発
と
未
発
と
を
区
別
し

て
い
な
い
こ
と
に
不
満
を
抱
い
た
部
分
以
外
は
、
全
て
陽
明
に
迎
合
す
る
も
の
で
あ

る
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。55
陸
隴
其
に
し
て
み
れ
ば
、
秦
雲
爽
が
提
示
す
る
朱
子
学
理

解
は
、
朱
子
の
思
想
遍
歴
を
誤
っ
て
認
識
し
、
陽
明
の
考
え
を
織
り
交
ぜ
て
構
築
さ

れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
節
で
は
劉
宗
周
と
秦
雲
爽
の
朱
子
学
理
解
に
対
す
る
陸
隴
其
の
批
判
に

つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
来
た
。
陸
隴
其
は
朱
子
の
已
発
未
発
説
が
確
立
す
る
ま
で

の
思
想
遍
歴
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
提
示
し
た
本
体
論
や
工
夫
論
、
さ
ら
に

は
陽
明
学
と
の
違
い
を
も
示
そ
う
と
し
て
い
た
。
多
様
な
朱
子
学
理
解
が
存
在
す
る

中
で
、
陸
隴
其
は
朱
子
の
思
想
変
遷
に
立
論
や
批
判
の
根
拠
を
見
出
し
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
陸
隴
其
が
朱
子
の
思
想
遍
歴
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
陽
明

学
へ
の
批
判
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
同
時
代
人
の
朱
子
学
理
解
の
是
正
を
も
視
野

に
入
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
対
す
る
陸
隴
其
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
が
持
つ
思
想
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
以
下
、
本

稿
の
考
察
内
容
を
整
理
し
、
論
述
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
は
、
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
対
す
る
陸
隴
其
の
基
本
的
な
認
識
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
陸
隴
其
は
日
頃
か
ら
『
学
蔀
通
弁
』
を
称
賛
し
、
多
く
の
知
友
に
閲
読

を
勧
め
た
り
、
書
籍
そ
の
も
の
を
贈
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
い
た
が
、『
読
朱
随
筆
』

の
中
で
は
朱
子
の
文
章
の
著
作
年
代
を
特
定
す
る
際
に
は
肯
定
的
に
利
用
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
対
す
る
考
え
方
は
必
ず
し
も
採
用
し
て
い
な
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か
っ
た
。
む
し
ろ
、
陸
隴
其
と
し
て
は
、
魏
校
の
よ
う
に
已
発
未
発
説
の
変
遷
に
即

し
て
自
説
を
組
み
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
三
変
」

と
い
う
大
枠
の
議
論
で
あ
り
、
朱
子
は
そ
の
晩
年
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
物
事
の

考
え
方
を
変
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。

次
に
、
劉
宗
周
と
秦
雲
爽
の
朱
子
学
理
解
に
対
す
る
陸
隴
其
の
批
判
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
陸
隴
其
は
劉
宗
周
が
『
聖
学
宗
要
』
で
示
し
た
朱
子
学
理
解
は
、
朱

子
の
思
想
遍
歴
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
み
ず
か
ら
の
考
え
る
本
体
や
工
夫
に
合
わ

せ
て
、
朱
子
の
学
説
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
ま
た
、
秦
雲
爽
が
提
示

す
る
朱
子
学
理
解
に
対
し
て
は
、
彼
が
朱
子
の
思
想
遍
歴
を
誤
っ
て
認
識
し
、
陽
明

の
考
え
を
織
り
交
ぜ
て
構
築
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
。
陸
隴
其
は
朱
子
の
思

想
変
遷
に
対
す
る
理
解
が
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
朱
子
学
理
解
に
対
し
て
批
判
を
す

る
際
の
効
果
的
な
手
段
と
し
理
解
し
た
上
で
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

陸
隴
其
は
朱
子
学
を
尊
び
、
陽
明
学
を
批
判
し
た
「
尊
朱
黜
王
」
の
思
想
家
と
見

な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
分
類
に
過
ぎ
な
い
。
本

稿
の
考
察
か
ら
だ
け
で
も
分
か
る
通
り
、
彼
は
朱
子
学
に
対
す
る
誤
解
を
是
正
す
る

こ
と
に
も
使
命
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
際
に
、
彼
は
朱
子
の
思
想
遍
歴
に
対
す
る
分

析
を
自
ら
の
学
問
の
中
に
取
り
入
れ
、
立
論
や
批
判
を
行
う
際
の
根
拠
と
し
て
位
置

づ
け
た
。
こ
の
こ
と
は
、
陸
隴
其
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
朱
子
学
の
多
様

な
在
り
方
へ
の
向
き
合
い
方
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

注①　
山
田
耕
一
郎
「
監
察
御
史
陸
隴
其
と
捐
免
保
挙
問
題
」（『
神
田
信
夫
先
生
古
稀
記
念

論
集

―
清
朝
と
東
ア
ジ
ア
』、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
滝
野
邦
雄
「
李
光
地

の
眼
か
ら
見
た
陸
隴
其
と
于
成
龍
」（「
経
済
理
論
」
三
〇
四
号
、和
歌
山
大
学
経
済
学

会
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
陸
隴
其
の
経
世
観
に
つ
い
て
は
、
三
浦
秀
一

「
湯
斌
と
陸
隴
其

―
清
初
士
大
夫
の
人
間
理
解
と
経
世
意
識
」（『
文
化
』
第
四
十
八

巻
第
一
・
二
号
、
東
北
大
学
文
学
会
、
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。

②　

田
村
将「
雍
正
二
年
の
文
廟
従
祀
改
革
と
そ
の
時
代
背
景

―
主
導
し
た
人
物
の
特

定
と
そ
の
影
響
力
を
中
心
と
し
て
」（「
日
本
中
国
学
会
報
」
第
五
十
八
集
、日
本
中
国

学
会
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

③　
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
九
十
四
・
儒
家
類
四
、「
読
朱
随
筆
」
提
要
、
中
華
書
局
、

一
九
六
五
年
、
七
九
八
頁
。

④　
『
王
学
質
疑
』
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
中
純
夫
「
張
烈
の
『
王
学
質
疑
』
に
つ
い
て

―
陽
明
学
批
判
の
論
理
」（『
明
代
中
国
の
歴
史
的
位
相

―
山
根
幸
夫
教
授
追
悼
記

念
論
叢
』、
追
悼
記
念
論
叢
編
集
委
員
会
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

⑤　
「
四
書
翊
註
者
、祁
州
前
賢
刁
蒙
吉
先
生
所
手
著
也
。
昔
平
湖
陸
稼
書
先
生
宰
霊
寿
、

購
得
是
書
、
歎
為
程
朱
正
脈
、
欲
捐
俸
付
梓
不
果
。」（
刁
包
『
四
書
翊
注
』
巻
首
、
周

毓
崙
「
四
書
翊
註
序
」、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
経
部
第
一
七
〇
冊
、
荘
厳
文
化
事

業
、
一
九
九
五
年
、
五
頁
）

⑥　
「
近
世
学
者
、
所
以
儒
仏
混
淆
、
而
朱
陸
莫
弁
者
、
以
異
説
重
為
之
蔀
障
、
而
其
底

裏
是
非
之
実
不
白
也
。」（
陳
建
『
学
蔀
通
弁
』
巻
首
「
自
序
」、『
叢
書
集
成
新
編
』
第

二
十
三
冊
、「
正
誼
堂
全
書
」
本
、
十
二
頁
）

⑦　
『
朱
子
晩
年
定
論
』
と
そ
の
思
想
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
、吉
田
公
平
「『
朱
子
晩

年
定
論
』」（『
陸
象
山
と
王
陽
明
』、
研
文
出
版
、
一
九
九
〇
年
）、
中
純
夫
「
中
国
と

朝
鮮
に
お
け
る
朱
熹
に
関
す
る
考
証
的
研
究
」（「
日
本
儒
教
学
会
報
」
第
二
号
、日
本

儒
教
学
会
、二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。
な
お
、松
野
敏
之
「
陸
隴
其
「
未
発
巳
発
」
考
」

（『
国
学
院
中
国
学
会
報
』
第
五
十
九
輯
、
国
学
院
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
一
三
年
）
に

も
『
朱
子
晩
年
定
論
』
へ
の
言
及
が
あ
る
。

⑧　

た
と
え
ば
、「
嘉
靖
中
、
粤
東
陳
清
瀾
先
生
有
学
蔀
通
弁
一
書
、
備
言
其
弊
、
不
識

先
生
曾
見
之
否
。
近
有
舎
親
刊
其
書
、謹
以
呈
覧
。
又
有
大
興
張
武
承
著
王
学
質
疑
一

編
、
言
陽
明
病
痛
、
亦
甚
深
切
著
明
。
僕
新
為
刊
之
、
今
并
附
呈
」（
陸
隴
其
『
三
魚

堂
文
集
』
巻
五
「
答
山
西
范
彪
西
進
士
書
」、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
教
養

〇
八
二
・
六
〇
）
と
言
い
、
ま
た
「
嘉
靖
時
、
粤
東
陳
清
瀾
、
曾
著
学
蔀
通
弁
一
書
。

其
言
朱
陸
異
同
尤
詳
、
曾
見
之
否
。
近
年
新
刊
其
書
於
南
中
、
当
另

奉
也
。
外
程
氏

読
書
分
年
日
程
、
言
工
夫
次
第
、
確
是
程
朱
家
法
。
弟
新
為
刊
行
、
謹
奉
正
師
門
諸

書
。」（『
三
魚
堂
文
集
』
巻
七
「
答
栢
郷
魏

彤
」）
と
も
言
う
。

⑨　

呉
光
酉
重
輯
・
郭
麟
増
補
『
陸
稼
書
先
生
年
譜
』
巻
上
、
康
熙
十
九
年
条
、
褚
家

偉
・
張
文
玲
点
校
『
陸
隴
其
年
譜
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
、
七
十
七
頁
。
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⑩　
「
八
月
初
九
日
。
在
武
林
寓
中
閲
養
気
章
、
中
多
疑
義
、
未
尽
晰
也
。
思
得
大
全
読

之
、
自
学
庸
至
論
孟
、
約
計
一
載
、
庶
得
要
領
。
此
志
蓄
之
已
期
年
矣
、
為
試
事
急

迫
、
不
能
行
此
事
。
今
已
得
暇
、
可
行
吾
志
、
帰
即
当
従
友
人
借
読
耳
。」（
楊
春
俏
点

校
『
三
魚
堂
日
記
』
巻
一
、
丁
酉
条
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
、
一
頁
）

⑪　
『
三
魚
堂
文
集
』
巻
八
で
は
「
旧
本
四
書
大
全
序
」
に
作
る
。『
三
魚
堂
四
書
大
全
』

に
収
録
す
る
序
文
は
、門
人
た
ち
が
出
版
に
際
し
て
『
文
集
』
か
ら
採
録
し
た
も
の
で

あ
り
、「
三
魚
堂
四
書
大
全
」
と
い
う
名
称
も
門
人
た
ち
の
命
名
に
よ
る
。『
陸
稼
書
先

生
年
譜
』
巻
上
、
康
熙
二
年
条
（『
陸
隴
其
年
譜
』、
二
十
二
頁
）
で
は
、「
増
訂
四
書

大
全
」
と
称
し
て
い
る
。

⑫　
「
是
編
有
前
後
両
編
。
前
編
以
彦
陵
張
氏
所
輯
講
義
為
粉
本
、
而
厳
其
去
取
、
復
編

明
季
諸
先
輩
之
説
、
不
啻
百
余
家
、
附
綴
於
上
。
始
於
順
治
戊
戌
至
康
熙
癸
卯
而
書

成
。
後
編
則
甲
辰
以
後
所
輯
、
朱
子
語
類
、
兼
采
呂
晩
邨
・
仇
滄
柱
両
先
生
講
義
・
文

評
、
諸
名
家
制
芸
、
至
読
史
而
可
以
発
明
者
、
亦
必
附
載
。
学
有
浅
深
、
見
有
精
麤
、

両
編
不
可
合
一
、
故
擅
加
一
続
字
別
之
。」（
陸
隴
其
『
四
書
講
義
困
勉
録
』
巻
首
、
陸

公
鏐
「
序
」、
国
立
公
文
書
館
蔵
本
、
二
七
七
―
〇
一
四
四
）

⑬　

陸
隴
其
『
三
魚
堂
四
書
大
全
』
巻
首
、「
三
魚
堂
四
書
大
全
序
」、『
四
庫
全
書
存
目

叢
書
』
経
部
第
一
七
〇
冊
、
六
六
〇
頁
。

⑭　

理
学
関
係
の
書
籍
が
北
京
で
も
入
手
し
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「（
四
月
）
初
九
。
…
…
愚
以
一
紙
写
理
学
諸
書
、
如
読
書
録
・
居
業
録
・
困
知
記
・
木

鍾
集
及
敬
軒
・
敬
斎
・
康
斎
・
整
庵
・
魯
斎
・
草
廬
之
集
、
徧
問
前
門
諸
坊
、
無
有

也
。」（『
三
魚
堂
日
記
』
巻
三
、
乙
卯
条
、
六
十
三
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

⑮　
「
乙
卯
、
授
疁
城
令
、
欲
邀
余
之
任
所
、
余
已
受
其
同
譜
蒼
巌
顧
子
聘
、
将
之
大
梁
、

固
辞
之
。
臨
行
、
授
余
学
蔀
通
弁
一
書
、
蓋
陳
清
瀾
先
生
所
作
也
。
挟
以
往
、
晨
昏
潜

玩
、
益
信
儒
仏
之
殊
、
有
同
冰
炭
。
只
本
天
・
本
心
二
語
、
了
然
無
復
可
疑
。
但
於
四

子
書
中
、
猶
多
障
義
、
無
由
就
正
。」（『
四
書
講
義
困
勉
録
』
巻
首
、
陸
公
鏐
「
序
」）

⑯　
「
康
熙
十
七
年
歳
在
戊
午
皋
月
吉
旦
、
当
湖
後
学
顧
天

蒼
巌
甫
敬
題
於
滎
陽
公

署
。」（『
学
蔀
通
弁
』
巻
首
、
顧
天

「
顧
序
」、
十
四
頁
）

⑰　
「（
八
月
）
初
九
日
。
…
…
嵩
来
（
顧
天

を
指
す
。）
将
学
蔀
通
弁
刻
成
、
此
挙
最

為
有
益
。」（『
三
魚
堂
日
記
』
巻
五
、
戊
午
中
条
、
一
二
〇
―
一
二
一
頁
）

⑱　
「
旧
冬
都
門
獲
接
尊
札
并
領
学
蔀
通
弁
、
正
欲
覓
便
致
謝
、
忽
聞
家
変
狼
狽
南
帰
」

（『
三
魚
堂
文
集
』
巻
六
「
答
同
年
顧
蒼
巌
表
叔
」）
と
あ
る
。「
家
変
」
と
は
父
の
逝
去

を
指
し
て
お
り
、「
是
月
（
十
一
月
）
朔
訃
至
、即
徒
跣
出
都
、二
十
九
日
抵
家
」（『
陸

稼
書
先
生
年
譜
』
巻
上
、
康
熙
十
七
年
条
、『
陸
隴
其
年
譜
』、
七
十
五
頁
）
と
呼
応
す

る
。

⑲　
『
学
蔀
通
弁
』
は
そ
れ
ま
で
に
「
北
京
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
二
十
七
年
刻
本
」（『
四
庫

全
書
存
目
叢
書
』
子
部
、
第
十
一
冊
）
と
顧
憲
成
が
序
文
を
寄
せ
た
万
暦
三
十
三
年

（
一
六
〇
五
）
刊
本
と
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、「
正
誼
堂
全
書
」
本
の
巻
首
に
は

顧
憲
成
や
顧
天

、
張
伯
行
ら
の
序
文
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
隴
其
が
目
に
し

て
い
た
の
は
万
暦
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳　
「
丁
亥
之
夏
、
奉
命
撫
閩
、
道
過
嘉
禾
、
嘱
別
駕
項
君
求
先
生
未
刻
書
。
項
君
従
先

生
之
壻
曹
公
名
宗
柱
者
、
尽
探
其
家
蔵
、
乃
得
是
編
及
読
礼
志
疑
・
問
学
録
・
松
陽
鈔

存
四
種
」（
陸
隴
其
『
読
朱
随
筆
』
巻
首
、
張
伯
行
「
原
序
」、『
叢
書
集
成
新
編
』
第

二
十
二
冊
、「
正
誼
堂
全
書
」
本
、
三
九
六
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、『
読
朱
随
筆
』
の
テ

キ
ス
ト
に
は
「
正
誼
堂
全
書
」
本
の
他
に
、「
四
庫
全
書
」
本
・「
陸
子
全
書
」
本
・
和

刻
本
（
天
保
四
年
﹇
一
八
三
三
﹈
刊
本
）
が
あ
る
。
こ
の
内
、和
刻
本
の
巻
首
に
は
康

熙
三
十
六
年
（
一
六
九
七
）
に
趙
鳳
翔
が
著
し
た
序
文
を
附
し
て
お
り
、ま
た
「
正
誼

堂
全
書
」
本
と
も
体
裁
が
若
干
異
な
る
部
分
も
あ
る
の
で
、本
書
は
も
う
少
し
複
雑
な

伝
承
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

㉑　
「
前
編
。
上
巻
所
載
、
著
朱
子
早
年
嘗
出
入
禅
学
、
与
象
山
未
会
而
同
、
至
中
年
始

其
非
、
而
返
之
正
也
。
中
巻
所
載
、
著
朱
子
中
年
始
方
識
象
山
、
其
説
多
去
短
集
長
、

疑
信
相
半
、
至
晩
年
始
覚
其
弊
、
而
攻
之
力
也
。
下
巻
所
載
、
著
朱
陸
晩
年
冰
炭
之

甚
、
而
象
山
既
没
之
後
、
朱
子
所
以
排
之
者
尤
明
也
。」（『
学
蔀
通
弁
』
巻
首
、
一
二

頁
）

㉒　
『
読
朱
随
筆
』
巻
二
、四
〇
六
頁
。

㉓　
『
学
蔀
通
弁
』
巻
一
、一
六
頁
。

㉔　
「
愚
按
、
此
条
亦
必
是
晩
年
為
象
山
而
発
。
後
又
有
答
程
正
思
一
書
言
「
子
静
将
朱

子
答
書
謄
本
四
出
」、則
已
載
於
学
蔀
通
弁
」（『
読
朱
随
筆
』
巻
三
、四
一
三
頁
）
と
見

え
る
。

㉕　
『
学
蔀
通
弁
』
巻
三
、二
〇
頁
。

㉖　
『
学
蔀
通
弁
』
巻
三
、二
十
二
頁
。

㉗　
「（
正
月
）
十
二
。
周
好
生
来
、
出
荘
渠
遺
書
相
示
、
内
有
与
余
子
積
書
云
、
…
…
余

在
嘉
定
、
得
荘
渠
遺
書
、
止
有
大
学
指
帰
等
雑
著
、
並
無
奏
議
・
書
牘
、
蓋
止
其
後
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集
、好
生
所
得
乃
其
全
也
。」（『
三
魚
堂
日
記
』
巻
四
、戊
午
上
条
、八
十
三
―
八
十
四

頁
）

㉘　
 『

三
魚
堂
日
記
』
巻
四
、
戊
午
上
条
、
八
十
四
頁
。

㉙　
「
文
公
論
心
学
凡
三
変
、
如
存
斎
記
所
謂
「
心
之
為
物
、
不
可
以
形
体
求
、
不
可
以

聞
見
得
、
惟
存
之
之
久
、
則
日
用
之
間
、
若
有
見
焉
。」
此
則
少
年
学
禅
、
見
得
昭
昭

霊
霊
意
思
、
及
見
延
平
、
尽
悟
其
失
。
後
会
南
軒
、
始
聞
五
峰
之
学
、
以
察
識
端
倪
為

最
初
下
手
処
、
未
免
闕
却
平
時
涵
養
一
節
工
夫
。
別
南
軒
詩
所
謂
「
惟
応
酬
酢
処
、
特

達
見
本
根
」、
答
叔
京
書
尾
謂
「
南
軒
入
処
精
切
」、
皆
謂
此
也
。
中
和
旧
説
、
論
此
尤

詳
。
其
後
自
悟
其
失
、
改
定
已
発
未
発
之
論
、
然
後
体
用
不
偏
、
動
静
交
致
其
力
、
功

夫
方
得
渾
全
、
此
其
終
身
定
見
也
。
祭
南
軒
文
、
始
所
同

、
而
終
所
共
棄
、
其
此
類

也
。」（
魏
校
『
荘
渠
遺
書
』
巻
三
「
与
余
子
積
」、
国
立
公
文
書
館
蔵
本
、
三
一
四
―

四
一
）

㉚　

早
年
・
中
年
に
つ
い
て
は
、
戴
銑
『
朱
子
実
紀
年
譜
』
巻
一
に
そ
れ
ぞ
れ
「（
紹
興

二
十
三
年
）
夏
、
始
受
学
于
延
長
平
李
先
生
之
門
」（
朱
傑
人
・
厳
佐
之
・
劉
永
翔
主

編
『
朱
子
全
書
（
修
訂
本
）』
第
二
十
七
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
、
二
十
四
頁
）、「（
乾
道
三
年
）
八
月
、
如
長
沙
、
訪
南
軒
張
公
」（
同

三
十
三
頁
）
と
あ
る
。
晩
年
に
つ
い
て
は
、後
述
す
る
「
中
和
旧
説
序
」
の
記
載
に
よ

る
。

㉛　
『
読
朱
随
筆
』
巻
三
、四
一
一
頁
。

32　
『
三
魚
堂
文
集
』
巻
五
「
答
秦
定
叟
書
」。

33　

陸
隴
其
『
問
学
録
』
巻
一
、
第
十
条
、『
叢
書
集
成
新
編
』
第
二
十
三
冊
、「
正
誼
堂

全
書
」
本
、
四
二
〇
頁
。

34　

そ
れ
ぞ
れ
、『
皇
明
通
紀
前
編
』
巻
二
十
五
、
弘
治
十
二
年
条
（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊

補
編
』
第
十
三
冊
、
北
京
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
九
頁
）
と
『
陽
明
先
生
要

書
』
附
録
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
第
四
十
九
冊
、
三
六
八
頁
）
に
見
え
る
。

35　
「
第
一
書
、
言
道
体
也
。
第
二
書
、
言
性
体
也
。
第
三
書
、
合
性
於
心
、
言
工
夫
也
。

第
四
書
、
言
工
夫
之
究
竟
処
也
。
見
解
一
層
進
一
層
、
工
夫
一
節
換
一
節
。」（
劉
宗
周

『
聖
学
宗
要
』「
中
和
説
四
」、
呉
光
主
編
『
劉
宗
周
全
集
』
第
二
冊
、
浙
江
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
四
三
頁
）

36　

林
月
恵
「
劉

山
論
「
未
発
已
発
」

―
従
「
観
念
史
」
的
考
察
談
起
」（
鍾
彩
鈞

主
編
『
劉

山
学
術
思
想
論
集
』、中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
籌
備
処
、一
九
九
八

年
）
で
は
、
劉
宗
周
の
『
聖
学
宗
要
』
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

37　
『
朱
子
全
書
（
修
訂
本
）』
第
二
十
一
冊
、
一
三
一
五
頁
。

38　
「
説
得
大
意
已
是
、
猥
不
是
限
於
一
時
、
拘
於
一
処
。
但
有
覚
処
不
可
便
謂
之
已
発
、

此
覚
性
原
自
渾
然
、
原
自
寂
然
。」（『
聖
学
宗
要
』「
中
和
説
」、
二
四
〇
頁
）

39　
「
朱
子
自
注
云
「
此
書
非
是
。
但
存
之
以
見
議
論
本
末
耳
。」
而
劉
念
台
聖
学
宗
伝マ
マ

取

此
以
為
中
和
説
之
一
、
且
評
云
、「
説
得
大
意
已
是
、
猥
不
是
限
於
一
時
、
拘
於
一
処
。」

念
台
雖
知
此
非
朱
子
定
論
、
然
深
有
契
焉
、
則
以
与
其
学
合
也
。」（『
読
朱
随
筆
』
巻

一
、三
九
七
頁
）

40　
「
這
知
覚
又
有
箇
主
宰
処
、
正
是
天
命
之
性
統
体
、
大
本
達
道
者
。
端
的
、
端
的
。」

（『
聖
学
宗
要
』「
中
和
説
二
」、
二
四
一
頁
）

41　
「
此
条
所
謂
主
宰
、
未
曾
明
指
、
想
必
是
指
心
。
念
台
取
此
以
為
中
和
説
二
、
而
以

為
指
天
命
之
性
則
失
之
矣
。
後
一
書
又
云
、「
天
理
人
欲
之
判
、
中
節
不
中
節
之
分
、

特
在
乎
心
之
宰
与
不
宰
」、
可
見
其
指
心
。」（『
読
朱
随
筆
』
巻
一
、三
九
九
頁
）

42　
『
聖
学
宗
要
』「
中
和
説
三
」、
二
四
二
頁
。

43　
「
第
三
書
又
以
前
日
所
見
為
未
尽
、
而
反
求
之
於
心
、
以
性
情
為
一
心
之
蘊
、
心
有

動
静
、
而
中
和
之
理
見
焉
、
故
中
和
只
一
理
、
一
処
便
是
仁
、
疑
即
所
謂
立
大
本
行
達

動
之
枢
要
、
然
求
仁
工
夫
只
是
一
敬
、
心
無
動
静
、
敬
無
動
静
。」（『
聖
学
宗
要
』「
中

和
説
四
」、
二
四
三
頁
）

44　
「
畢
竟
是
求
之
未
発
之
中
、
帰
之
主
静
一
路
。
然
較
濂
渓
為
少
落
辺
際
。
蓋
朱
子
最

不
喜

侗
説
道
理
、
故
已
見
後
、
仍
做
鈍
根
工
夫
」（『
聖
学
宗
要
』「
中
和
説
四
」、

二
四
三
頁
）

45　
「
此
書
即
念
台
所
謂
中
和
説
三
、
而
此
一
段
則
其
所
刪
者
也
。
通
一
書
大
抵
言
心
有

動
静
而
非
復
如
中
和
旧
説
矣
。
此
与
答
湖
南
諸
公
一
書
意
同
、
其
為
朱
子
定
論
無
疑
、

而
念
台
謂
「
此
是
朱
子
已
見
得
後
、
仍
用
鈍
根
工
夫
」、
則
是
欲
伸
己
見
而
巧
於
抑
朱

子
之
説
也
。」（『
読
朱
随
筆
』
巻
一
、三
九
九
頁
）

46　
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
九
十
七
・
儒
家
類
存
目
三
、「
紫
陽
大
指
」
提
要
、
八
二
五

頁
。

47　

厳
佐
之
・
戴
揚
本
・
劉
永
翔
主
編
『
歴
代
「
朱
陸
異
同
」
典
籍
萃
編
』
第
二
冊
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
に
は
、『
紫
陽
大
指
』
の
整
理
本
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
巻
首
に
は
応
撝
謙
と
王

の
序
文
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
集
か
ら
転
載
す
る
。

48　
『
三
魚
堂
文
集
』
巻
五
、「
又
答
秦
定
叟
書
」。
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49　

以
上
の
論
述
は
、あ
く
ま
で
も
陸
隴
其
の
主
観
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
秦
雲
爽
は

『
紫
陽
大
指
』
の
中
で
、「
或
曰
、「
陽
明
此
数
語
、
名
言
之
失
歟
、
抑
大
義
亦
有
謬
歟
。」

「
謬
謬
也
」」（
秦
雲
爽
『
紫
陽
大
指
』
巻
六
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
子
部
第
二
十
二

冊
、
一
三
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
秦
雲
爽
は
「
答
胡
季
随
」（『
伝
習
録
』
巻

下
）
へ
の
案
語
と
し
て
、あ
る
人
が
中
和
旧
説
と
陽
明
の
説
と
は
同
じ
な
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
両
者
の
相
違
も
議
論
し
て
い
る
。（『
紫
陽
大
指
』
巻
二
、

九
十
五
―
九
十
六
頁
）

50　
「
乾
道
三
年
八
月
、
先
生
如
長
沙
訪
南
軒
、
論
已
発
未
発
三
日
夜
、
不
能
合
意
。
先

生
当
日
又
有
一
説
、
而
南
軒
之
説
即
先
生
三
書
意
也
。
先
生
前
与
何
叔
京
書
、
已
有

「
欽
夫
之
学
、
超
脱
自
在
、
見
得
分
明
、
非
吾
輩
所
及
」
之
語
、
至
是
蓋
始
深
契
焉
。

乃
後
又
有
一
変
。
是
先
生
生
于
已
発
未
発
之
論
、蓋
三
変
而
後
定
云
。」（『
紫
陽
大
指
』

巻
一
、九
十
二
頁
）

51　
「
嘗
合
朱
子
一
生
学
問
前
後
不
同
之
故
考
之
、
朱
子
之
学
、
伝
自
延
平
。
延
平
教
人

静
中
観
喜
怒
哀
楽
未
発
気
象
矣
、
教
人
反
覆
推
尋
以
究
斯
理
矣
。
朱
子
四
十
以
前
、
出

入
仏
老
、
雖
受
学
延
平
、
尚
未
能
尽
尊
所
聞
。
是
以
有
中
和
旧
説
、
有
答
何
叔
京
諸

書
、
与
延
平
之
学
、
不
免
矛
盾
。
及
延
平
既
没
、
朱
子
四
十
以
後
、
始
追
憶
其
言
而
服

膺
之
。」（『
三
魚
堂
文
集
』
巻
五
「
答
秦
定
叟
書
」）

52　
「
先
生
乃

侗
以
為
朱
子
之
一
転
関
、
窺
先
生
之
意
、
却
似
以
居
敬
為
重
、
而
看
窮

理
一
辺
稍
軽
、
雖
不
若
陽
明
之
徒
、
尽
廃
窮
理
、
而
不
免
抑
此
伸
彼
。
故
答
李
中
孚

書
、
遂
以
大
学
補
伝
為
可
更
、
而
以
陽
明
之
独
崇
古
本
為
能
絶
支
離
之
宿
障
、
為
大
有

功
於
吾
道
、
亦
是
看
窮
理
稍
軽
之
故
。」（『
三
魚
堂
文
集
』
巻
五
「
答
秦
定
叟
書
」）

53　

な
お
、
秦
雲
爽
は
『
紫
陽
大
指
』
の
中
で
、「
居
敬
・
窮
理
、
朱
子
未
嘗
不
並
重
、

其
実
朱
子
以
居
敬
為
立
本
。
此
義
甚
精
、
非
実
有
体
験
、
未
易
知
也
。
所
苦
後
人
浅
視

居
敬
、
未
患
深
衷
。
因
以
朱
子
為
尚
昧
本
原
、
又
有
喜
談
窮
理
、
仍
以
朱
子
中
年
所
悔

為
楷
模
者
、
非
未
窺
其
堂
奥
、
即
立
異
以
自
高
者
也
」（『
紫
陽
大
指
』
巻
首
「
凡
例
」、

八
十
五
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

54　

高
攀
龍
の
静
坐
説
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、馬
淵
昌
也
「
宋
明
期
儒
学
に
お
け
る
静

坐
の
役
割
及
び
三
教
合
一
思
想
の
興
起
に
つ
い
て
」（「
言
語
・
文
化
・
社
会
」
第
十

号
、
学
習
院
大
学
外
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

55　
「
合
先
生
之
論
陽
明
者
言
之
、
謂
其
真
能
為
己
矣
。
良
知
之
説
、
合
於
性
善
之
旨
矣
。

崇
古
本
大
学
能
絶
支
離
矣
。
惟
無
善
無
悪
一
語
、
不
能
無
弊
、
又
是
名
言
之
失
、
而
非

大
義
之
謬
矣
。
晩
年
定
論
、
雖
不
無
曲
成
己
意
、
而
採
答
叔
京
諸
書
、
又
未
為
尽
過

矣
。
所
不
満
者
、
惟
不
分
未
未
発
已
発
一
節
耳
。」（『
三
魚
堂
文
集
』
巻
五
「
答
秦
定

叟
書
」）

（
付
記
）  

本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業19K

12945

（
若
手
研
究
）
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
）


